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１ 学校の内外環境の分析 

外
部
環
境 

（支援的要因） 

【地域】 

① 特色ある産業があり，それを活

用しての学習ができる。 

② 地域組織が確立されており，中

学生が参加できる行事が多い。 

③ 地域の方々が，学校行事に協力

的である。 

【保護者】 

④ ＰＴＡ役員が協力的である。 

⑤ 学力への関心が高まってきた。 

【その他】 

⑥ 1小1中で小中学校の取組に系

統性がある。 

（強み） 

【学校】 

① 小規模校で学年ごとの行事等

が取り組みやすい。 

② 協働的に取り組む組織体制が

構築されている。 

③ N中メソッドによる行動統一

及び指導の徹底を図っている。 

④ ICT教育を推進していく環境

が整備されている。 

【生徒】 

⑤ 学級集団に対する肯定的な意

識を持つ生徒が多い。 

⑥ 総合的な学習の時間・各教科

等での自己表現活動が充実し

ている。 
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（阻害的要因） 

【保護者】 

① 核家族化が進み，子育てに悩ん

でいる保護者が増えている。 

② 参観日等の出席率が低い。 

③ 家庭教育への意識の差がある。 

【生徒】 

④ SNS等でのトラブルが増加し

つつある。 

【その他】 

⑤ 他地域から隔絶しており，風土

や慣習，価値観が変わりにくい。 

（弱み） 

【生徒】 

① 学力・体力ともに，二極化の

傾向がある。 

② 自律的意識が弱い。 

③ コロナ禍以降，不登校傾向に

ある生徒数が増加した。 

④ 基本的生活習慣や家庭学習の

習慣に課題のある生徒がいる。 

【学校】 

⑤ 考える授業に向けた授業改善

を推進しているが，生徒の姿と

して表れてこない。 

⑥ ICT教育推進の中核となる職

員の異動。 

２ 重点課題 

 

 

 

 

〇小中一貫教育 

・教科指導・生徒指導における

取組の連携 

【O⑤⑥，S①②③④】 

〇授業改善・自己表現力 

・「考える授業づくり」を通した自

己表現力の更なる向上 

・タブレット端末の活用による

授業改善と学力向上 

【O③④⑤⑥，S②③④】 

〇集団適応感の向上 

・自律的縦割り集団活動と生徒

会活動の充実 

【Ｏ①③，S①②⑤⑥】 

○不登校支援 

・NSR（仁方中ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ）の組織的

な運営による生徒の居場所づくり 

【T①③ W③】 

〇学力向上 

・学び合いの場の設定と ICT（ｷ

ｭﾋﾞﾅ･ｺｸﾞﾄﾚ)の活用 

【Ｔ③，Ｗ①②④⑤】 

〇自己指導能力の育成 

・N中メソッドを軸にした委員

会活動と無言清掃の充実 

【Ｔ①②③④，Ｗ①②④⑤】 

〇保護者連携，ICT教育推進 

・生徒指導規定の活用 

・ＩＣＴ支援員の効果的な活用 

【T④ W⑥】 

① 生徒指導の三機能を基盤とした，生徒が主体的に学ぶ「考える授業づくり」の推進。 

② NSR（仁方中サポートルーム）の組織的な運営を核にした不登校支援の充実。 

③ Qubena・コグトレ・毎日ノートを核とした学力向上の取組。 

④ 自律的縦割り集団活動の更なる充実と生徒が主体的に学ぶ防災学習の推進。 

⑤ 行事の見直しや授業時数管理による組織的な業務改善の推進。 

弱みを克服し，阻害的要
因を回避する解決策は 
 

支援的要因と強みを生か
した活動・取組は 
 


